
大道
本日は、日頃から当行のＣＳＲ活動に関し、ご指導・ご支援をいた

だいている３名の皆さまにお越しいただきました。今年４月から
スタートした第5次長期経営計画では、名称を「For the Future 
with You」とし、基本ビジョンに「お客さま・地域とともに未来へ
歩む銀行」を掲げています。このビジョンを実現すべく、皆さま
から忌憚のないご意見・ご提案を賜りたいと考えています。
なお、当行は「環境、福祉、文化」の３本柱でＣＳＲ活動を展開して
いますが、今回は「環境」を主軸とする活動につきまして「これ
までも。これからも。」の80周年に込めた思いを中心に、前向き
な議論を進めていただければと存じますので、よろしくお願い
いたします。

山下
　最初に「これまでも。」ということで、当行のＣＳＲ活動の歩み
に関しまして、ご意見をお聞かせ願えればと思います。

末吉
2001年、国連環境計画（UNEP）が提唱している「環境と持続
可能な発展に関する金融機関声明」に滋賀銀行は市中銀行で
初めて署名し、2003年に東京で開催された「金融機関声明」
国際会議では、経営に環境を取り入れた「環境経営」の取り組み
について講演されました。そのときの様子が大変印象深く、
記憶に残っています。
滋賀銀行は、「琵琶湖」があるから環境保全に取り組むことが

できたと言う人もいますが、
自然発生的に取り組めるもの
ではありません。与えられた
環境を生かすような「何か」が
滋賀銀行にはあったのだと
思います。
また、近江商人の商人道徳

「三方よし（売り手よし、買い手
よし、世間よし）」の精神を経営
に組み入れていますが、その精神は当時の時代背景とは少し
違うため、現代的な新たな解釈を加える必要があると考えて
いました。滋賀銀行は、「三方よし」に、現代的な意味の「地球環境
よし」も加えて「四方よし」とされているところが、素晴らしいと
思います。

土屋
1970年代の琵琶湖の「せっけん運動」を紐解きますと、滋賀
の県民性は“合理的なもの”に関心が深く、先進性があったと
思います。近江商人も、合理性の追求から県外に進出した経緯
があります。そして今、滋賀銀行がその精神を組み入れている
ところに、「滋賀らしさ」があると思います。更に、琵琶湖という
ナチュラルなロケーションもあって、環境を主軸とするＣＳＲ経営
が展開できているのだと思います。

秋山
滋賀銀行の取り組みで最も注目したいのは「行是」の実践

です。「自分にきびしく 人には親切 社会につくす」は、すぐ
覚えられて、企業としても、人としてもその在り方を端的に

表現している言葉です。この
行是の精神を実現するため、
滋賀銀行では「ＣＳＲ憲章（経営
理念）」を実践されています。
「行是」が単なる飾り物でなく、
滋賀銀行の経営哲学として
生き、経営トップのリーダー
シップが発揮されていること
が素晴らしいと思います。業界
のトップランナーとして「良いと思ったことは率先して」の、その
姿勢が、滋賀銀行の特徴のように思います。また、お取引先や
地域の皆さまと手を携えて、取り組みを広げていく力がある
と思います。

大道
当行は、いち早く「21世紀は環境の世紀」だと発信しました。

それ以降、環境保全に向けて役職員が一丸となって取り組み
続けていることに自信を持っています。
当行グループあげて環境への取り組みを続けている要因の
一つに、さまざまな業務において「環境」に携わる仕組みを作った
ことが挙げられると思います。例えばＳＲＩファンド（企業の社会的
責任を基準に銘柄選択をする投資信託）であったり、「環境対応
型金融商品・サービス」の開発、提供であったり、片手間ではなく、
本業の一つとして環境に関わるような仕組みが出来あがっている
から、お取引先と環境の話ができるようになりました。

末吉
ＣＳＲ活動において、積極的に取り組むかどうかの差は紙一重
です。その紙一重を乗り越えるのは大変なことだと思います。
大きな組織の考えを変えるのですから。滋賀銀行は、きちんと
した理論的裏づけをしてきたのだと思います。その紙一重を
越えていない人々や企業からすると、なぜそんなことができる
のだろうと不思議に感じるはずです。

土屋
地域社会において金融機

関のＣＳＲ活動は、特別な意味
があると思います。製造業や
販売・サービス業などへの波
及効果は大きく、地方銀行で
ある滋賀銀行は地域のリー
ダーとしての位置づけをしっ
かり受け止めていると思い
ます。

山下
では、「これからの。」当行のＣＳＲ活動の取り組みについて、

ご指導、ご提案をお願いいたします。

末吉
滋賀銀行のＣＳＲ活動は、２つの活動に分類されます。一つ

目は、ヨシ刈りなどの環境ボランティアといった銀行業務以外
の活動、二つ目は、銀行本来の「環境金融」における活動です。
一つ目の「銀行業務以外の活動」には、直接的な意味がある
とともに、本来の業務に対する信頼感が醸成される効果が
あります。　
しかし、銀行が本来取り組むべきは、二つ目の「銀行本来の

『環境金融』における活動」です。例えば「環境に良いことを
しているから貸出金利を下げる」という解釈は、少々安易な
解釈です。銀行本来の業務に立脚して考えると、環境経営を
実践する企業は相対的に業績が良い企業であり、そのような
企業はリスクファクターが減るから、リスクファクターが低い
企業に低い金利で貸し出すのは当然だということに踏み込む
べきです。そのような意味に置き換えられるようになれば、銀行
サイドからみた「環境金融」の一つの深化と言っていいように
思います。

大道
当行は、「環境金融」が本業のビジネスを通して潜在的な収益

を拡大させ、大きな果実になると考えています。今後は「環境
金融」をいかに深化させるかだと考えており、更なる努力をして
いく所存です。

秋山
「サタデー起業塾」などの環境コミュニケーション活動もその
方向性は同じです。新しいビジネスを育成することは、銀行の
本来業務です。その中で環境に注目しているのは、環境保全
が社会貢献であるだけでなく、ビジネスとしての将来性・発展
性があるからです。そのような観点から普及させることは大切
なことだと思います。

大道
「持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則（21世紀
金融行動原則）」に掲げられている、環境産業に代表される
「持続可能な社会の形成に寄与する産業」の発展・成長に資する
金融商品・サービスの開発・提供を通じ、持続可能なグローバル
社会の形成に貢献することはまさにこれからの金融機関の使命
だと思いますが、起草委員会の委員長を務められた末吉様は、
どのようにお考えでしょうか。
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末吉
21世紀金融行動原則は、これからの金融機関の役割を示した

ガイドラインです。金融機関の使命として、一つは日本を持続
可能な社会に変えることへの貢献、二つ目はグローバル社会
の一員として地球規模で社会の持続可能性を高めることへの
貢献が掲げられています。私は、起草委員会のメンバーであった
各金融機関に、日本における全ての金融機関が一緒になって
入れる原則を作っていただきたいと考えていました。それぞれ
の地域をどうするのかを考えてもらうため、事前のペーパーゼロ
で議論を始めました。ドラフトを先に作ってしまうと、どうしても
その作成者の意図に引っ張られてしまいます。この原則は、金融
機関が自らの手で作り上げたものです。

大道
環境ビジネスは地域に多様な価値

を生み出してくれると思います。原則
前文の「環境や社会に配慮する取り組
みが経済的な価値を生み出すような
新たな市場の構築にも、金融業界は
自らのこととして積極的に貢献すべき」
は、まさに地域金融機関に求められる
べきものです。地域とともに活動していくためにも、銀行の使命・
役割は大きいと考えています。

末吉
滋賀銀行には、本来の業務を通じて「二重構造」で取り組んで

いただきたいと思っています。
例えば、環境に関わるビジネスとして、新たに「水力・風力」

などに取り組むことはわかりやすいですが、今ある既存のビ
ジネスを環境に配慮したやり方に転換することも重要です。
「フロー（新規ビジネス）」としての環境ビジネスのあり方だけ
でなく、「ストック（既存ビジネス）」に対するビジネスへの転換
を積極的に行っていただきたい。新たな環境ビジネスに融資
を行うことは「フロー」に着目した取り組みですが、お客さま
の既存設備を転換していただくことが温室効果ガス排出量
を削減するためには非常に重要です。これは第１次産業である
「農業ビジネス」のあり方についても言えることで、農業は

環境に配慮したビジネスとして発展する可能性が大きいと
考えています。

山下
秋山様にお伺いしますが、CSRにおいて、機関投資家は企業の

どのような活動や内容を重要視されているのでしょうか。また、
SRIの普及に関して、金融機関に期待されていることをお聞かせ
ください。

秋山
近年、海外の機関投資家は、「投資へのリスク回避」のため

にも「非財務面」に注目しています。以前のSRIは、社会を良く
する企業を投資家の価値観で選ぶというものでしたが、今では、
投資家の責任として企業のＥＳＧ※（ＥはEnvironment…環境、
ＳはSocial…社会、ＧはGovernance…企業統治・ガバナンス
の意味で、企業が事業活動を展開するにあたって配慮や責任
を求められる重要課題）への取り組み度合いを見ています。
企業のＥＳＧへの取り組みが、投資パフォーマンスに大きく関
わってくると考えているからです。
金融機関に期待することは、ＳＲＩの商品を単に普及啓発する

というだけでなく、銀行の本来業務全般に社会的な視点を
取り込むことです。預金や融資といった本来業務に、ＥＳＧの
視点を取り入れることが、今後、社会貢献の視点ではなく、
ビジネスとして必要となってきます。金融業が、持続可能な
社会に寄与しながら自らも発展するための発想の転換が必要
なのです。形式だけの取り組みは無意味です。滋賀銀行は
Ｅ（環境）に関しては進んでいます。今後は、Ｓ（社会）とＧ（統治）
の分野においても一層の取り組みが求められると思います。

土屋
金融機関のＥＳＧは当然ですが、金融機関はお客さまがあって

初めて存在価値があるのです。中小、零細企業のＥＳＧの取り組み
をいかに活性化させるか、どう育てるのかが、銀行として重要だ
と思います。

末吉
ＥＳＧは、企業の規模・業種や地域には関係がありません。むしろ
中小企業の社長さまの方が、日 Ｅ々ＳＧの中身を考えておられます。
「サプライチェーン（原料の段階から製品やサービスが消費者の
手に届くまでの一連のプロセス）」はすべてのところでつながって
います。滋賀に住んでいるから滋賀以外の世界とは関係ない
と思っていても、最後は世界のどこかでつながっているのです。

その視点がないと、後々、既存の取引やビジネスチャンスを逃す
ことになってしまいます。
現在の世界の潮流は、お金だけでモノを考えたり、表現したり

する時代はとっくに終わりました。企業がどのようなビジネスを
してこの業績になっているのか、その活動をあらゆる角度から
チェックして、良いところは伸ばし、悪いところは変えてもらうよ
うな流れが始まってきました。「環境」だけでなく、あらゆる課題
の解決が重要になっています。その活動が経済に与えるイン
パクトは非常に大きいのです。さまざまなビジネスをするとき
の方向性を、多面的、統合的な視点からどう組み立てていくか
が大切です。

大道
当行は「滋賀らしい」活動を展開していくべきだと考えています。
今後人口が減る地域、増える地域があったとしても、地域ごとの
良さを残して、将来的にも地域の価値を保つことができれば、
その地域が栄えていく礎になります。無理に成長を押し付ける
のではなく、経済成長と環境保全への取り組みをバランスよく
行うことが大切だと思っています。

秋山
もはや数字だけを追った経済成長は成り立ちません。人々の
暮らしを豊かにしながら、地球環境も良くしていくような経済

モデルを作ることが大切だと考えます。

末吉
成功の秘訣は「そこに問題があったから」です。逆に言えば、

問題のないところに成功はない。それぞれの地域の本当の問題
を考えることが肝要です。今後の30年を見るときに、それぞれ
の地域が抱え込む問題は何か。そして、そこに良い対策や解決
策が生まれると、一丸となって取り組めるのではないでしょうか。
要するに問題を探すことが大切なのです。

土屋
滋賀には、自分の町を今後どうすればいいか、真剣に考えて

いる人たちがたくさんいます。その人たちが地域発展の原動力、
エンジンとなるわけですから、滋賀銀行にはガソリンを供給する
役目があります。“志の芽”を見つけて育てることが、地域金融
機関として極めて大切なことだと思います。

大道
ご指導、ご指摘ありがとうございました。
当行は、第5次長期経営計画を確実に実践するため、４月に

「地域振興室」を営業統轄部内に設置しました。地域がその将来
像を考え、自主的な取り組みを一つひとつ着実に実践していく
ことが大切です。その取り組みを、当行は積極的に支援していく
所存です。
滋賀から、地域の特色を活かした持続可能な成長を目指して、

「お客さま・地域とともに未来へ歩む銀行」としてCSR活動の更
なる深化に取り組んでまいります。本日はどうもありがとうご
ざいました。

以上
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■ダイアログ出席者

有識者の皆さま

末吉 竹二郎様
国連環境計画・
金融イニシアティブ
特別顧問

土屋 正春様
一般社団法人 滋賀グリーン
購入ネットワーク
会長

秋山 をね様
株式会社インテグレックス
代表取締役社長

取締役頭取

大道 良夫
総合企画部CSR室

山下 真依子（進行）

株式会社滋賀銀行

※ESGの具体的な内容
● E（環境）…エネルギー使用量やCO２排出量の削減、生物多様性の保全等
● S（社会）…ワークライフバランスの支援、地域社会での活動、貢献等
● G（企業統治）…コンプライアンスのあり方、経営の透明性、情報開示等

当行の今後の思い4
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